
　
　
　
　
役
人
財
輸
人
国
の
経
済
成
長
モ
デ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
　
　
木
　
　
尚
　
　
文

　
　
　
　
　
　
一
　
序

　
　
　
　
　
　
　
　
①
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

　
Ｓ
・
Ｃ
・
ツ
ィ
ア
ン
お
よ
び
Ｊ
・
Ｅ
・
ミ
ー
ド
は
、
閉
鎖
経
済
に
お
い
て
生
産
要
素
に
土
地
を
加
え
、
そ
れ
を
一
定
と
仮
定
し
、

一
方
、
一
人
当
り
所
得
水
準
に
よ
っ
て
変
化
す
る
人
口
成
長
率
、
貯
蓄
率
お
よ
び
技
術
進
歩
率
を
想
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の

経
済
の
セ
ィ
リ
ン
グ
か
ら
経
済
成
長
径
路
の
存
在
条
件
を
解
明
し
て
い
る
。

　
し
か
し
開
放
経
済
の
下
で
は
、
国
内
で
生
産
で
き
な
い
投
入
財
を
輸
入
し
て
資
源
賦
存
量
の
希
小
と
い
う
制
約
条
件
か
ら
離
脱
で

き
る
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
の
場
合
に
国
内
生
産
物
が
見
返
り
と
し
て
輸
出
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
観
点
か
ら
、
当
該
国
内

生
産
物
の
海
外
市
場
に
お
け
る
需
要
量
の
伸
び
率
と
交
易
条
件
が
そ
の
経
済
成
長
を
規
定
す
る
阻
害
条
件
と
し
て
登
場
す
る
こ
と
に

な
る
。
こ
の
場
合
に
前
述
の
モ
デ
ル
と
同
様
に
一
人
当
り
所
得
水
準
に
よ
っ
て
変
化
す
る
人
口
成
長
率
、
技
術
進
歩
を
モ
デ
ル
に
組

み
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
国
の
経
済
成
長
径
路
の
存
在
条
件
を
解
明
す
る
こ
と
が
本
稿
の
主
な
目
的
で
あ
る
。

　
最
近
の
Ｃ
・
カ
ハ
お
よ
び
Ｐ
・
バ
ー
ド
ハ
ム
と
Ｓ
・
ル
イ
ス
共
著
の
論
文
（
以
下
単
に
Ｓ
・
ル
イ
ス
等
の
モ
デ
ル
と
い
う
）
は
、
ま
さ

　
　
　
投
入
財
輸
入
国
の
経
済
成
長
モ
デ
ル
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に
上
述
の
問
題
を
取
り
扱
っ
て
い
る
。
特
に
後
者
の
Ｓ
・
ル
イ
ス
等
の
論
文
で
は
、
こ
の
問
題
を
さ
ら
に
原
料
財
を
輸
入
す
る
型
と

生
産
財
を
輸
入
す
る
型
と
の
二
つ
に
類
型
化
し
て
モ
デ
ル
を
構
築
し
て
い
る
点
極
め
て
注
目
す
べ
き
論
文
で
あ
る
と
信
ず
る
。
し
か

し
こ
の
論
文
で
は
、
人
口
成
長
率
を
外
生
的
に
一
定
の
場
合
に
限
定
し
て
い
る
こ
と
お
よ
び
生
産
関
数
と
し
て
一
次
同
次
の
コ
ブ
・

ダ
グ
ラ
ス
を
採
用
し
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
Ｓ
・
ル
イ
ス
等
の
考
え
方
に
準
拠
し
て
、
モ
デ
ル
を
原
料
を
輸
入
す
る
型
（
イ
ギ
リ
ス
、

日
本
等
）
と
生
産
財
を
輸
入
す
る
型
（
後
進
経
済
国
）
と
に
分
け
て
こ
の
問
題
を
論
ず
る
。
最
初
の
部
分
で
は
生
産
関
数
を
準
ダ
グ
ラ

ス
型
（
仮
称
）
に
一
般
化
し
、
一
方
人
口
成
長
率
が
外
生
的
に
一
定
の
場
合
と
そ
れ
を
内
生
化
し
、
一
人
当
り
所
得
水
準
に
よ
り
変

化
す
る
場
合
を
合
わ
せ
て
考
察
す
る
こ
と
と
し
、
技
術
進
歩
も
モ
デ
ル
の
な
か
に
組
み
込
ん
で
そ
の
効
果
を
み
る
つ
も
り
で
あ
る

（
た
だ
し
第
Ⅱ
型
に
つ
い
て
は
同
じ
く
コ
ブ
・
ダ
グ
ラ
ス
型
で
あ
る
が
、
単
に
ν
次
同
次
に
限
定
し
て
い
る
場
合
も
あ
る
）
。
そ
し
て

補
論
で
は
、
内
生
的
人
口
成
長
率
の
場
合
に
限
定
し
て
一
般
の
生
産
関
数
を
想
定
し
た
モ
デ
ル
を
取
扱
う
。

　
　
　
　
　
　
二
　
原
料
財
輸
入
型
の
モ
デ
ル

　
生
産
物
は
単
一
（
或
い
は
一
つ
の
合
成
）
生
産
物
の
で
資
本
割
、
労
働
句
と
輸
入
さ
れ
る
原
料
財
筒
と
か
ら
生
産
さ
れ
る
も
の
と
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぐ
　
　
ぐ
　
　
ぐ
　
　
　
　
　
　
　
　
ぐ

る
。
国
内
生
産
物
の
一
部
分
割
は
訂
に
対
す
る
支
払
い
と
し
て
輸
出
さ
れ
、
残
余
の
部
分
は
、
国
内
に
お
い
て
消
費
財
に
も
、
資
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぐ

財
に
も
使
用
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。

　
時
間
’
ｙ
ｌ
ｙ
に
お
け
る
生
産
関
数
を

（
２
.
　
１
）
　
　
　
　
　
　
　
Ｑ
（
ｉ
）
　
=
　
Ｌ
Ｆ
（
Ｋ
。
　
Ｌ
）
≒
［
縦
（
ヽ
）
］
、

と
お
く
。
こ
こ
に
Ｆ
（
Ｋ
｡
　
Ｌ
）
は
一
次
同
次
性
を
仮
定
し
、
ａ
、
β
は
と
も
に
正
の
定
数
と
し
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Ｑ
＋
心
＋
？
二

と
す
る
。
し
た
が
っ
て

　
　
　
　
　
｀
辰

｛
犬
｝
０
０
防
官
三
一
い
い
｝
凛
胎
ふ
・

　
　
　
　
　
ｆ
｛
ｋ
｝
=
＾
Ｆ
（
お
卜
）
＝
図
（
夕
｛
ご
　
″
＝
凶
ぷ

と
お
け
ば
、
ｑ
=
Ｑ
ミ
ド
m
=
M
／
Ｌ
と
し
て
（
に
・
ご
は

（
に
・
に
）
　
　
　
Ｑ
＝
‥
［
≒
（
砂
）
］
。
ミ
以
、
｜
‘

と
か
く
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

　
労
働
一
単
位
当
り
の
国
民
所
得
ｙ
は
、
輸
入
財
価
格
を
１
と
す
る
と
き
の
国
内
生
産
物
価
格
を
？
と
す
れ
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぐ

（
ド
ｗ
）
　
ｋ
＝
迦
て
ミ

で
あ
る
。

　
？
は
、
自
由
貿
易
の
下
で
の
こ
の
経
済
の
交
易
条
件
を
表
わ
し
て
い
る
。
輸
入
原
料
財
の
価
格
は
、
そ
の
限
界
生
産
物
の
価
値
に

等
し
い
か
ら

（
ド
と
｛
＝
ｉ
八
に
ｙ
＝
吻
心
図
こ
弓
ふ
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が
成
立
す
る
。

　
国
際
収
支
均
衡
条
件
か
ら
、
国
内
生
産
物
の
輸
出
量
を
Ｘ
と
す
れ
ば

（
２
.
　
５
）
　
　
　
　
　
　
　
Ｐ
Ｘ
=
M
.

こ
こ
で
国
内
生
産
物
の
輸
出
に
対
す
る
諸
外
国
の
需
要
量
は
、
交
易
条
件
の
関
数
で
、
交
易
条
件
？
に
関
す
る
弾
力
性
は
一
定
η
で

あ
り
、
か
つ
外
生
的
に
与
え
ら
れ
た
一
定
率
ぞ
で
成
長
す
る
も
の
と
仮
定
す
れ
ば
、
Ｘ
は

（
２
.
　
　
６
）
　
　
ｘ
=
Ｆ
”
ｅ
＾
＼
　
　
　
　
　
　
Ｖ
△
０
゛
ヴ
否
▽
０

で
表
わ
さ
れ
る
。

　
つ
ぎ
に
貯
蓄
関
数
は
、
最
も
簡
単
に
国
民
所
得
の
一
定
割
合
㈹
が
貯
蓄
さ
れ
る
も
の
と
す
れ
ば

（
２
.
　
　
７
）
絆
＝
聯

に
よ
っ
て
定
式
化
さ
れ
る
。

　
∽
　
人
口
成
長
率
一
定
の
場
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

　
い
ま
当
分
の
間
労
働
（
人
口
の
一
定
割
合
と
す
る
）
は
一
定
率
の
で
成
長
す
る
も
の
と
す
れ
ば
、
に
づ
を
１
と
お
く
と
き

（
２
.
　
８
）
　
　
　
　
　
　
　
Ｌ
（
ｔ
）
　
=
　
ｅ
＾
Ｋ

　
（
２
.
　
　
４
）
｡
　
　
　
（
２
.
　
　
５
）
お
よ
び
（
２
.
　
　
６
）
か
ら

（
２
.
　
　
９
）
　
　
　
　
　
　
　
m
=
Ｐ
＾
十
心
（
Ｔ
‘
）
”

　
（
に
・
り
）
　
は
、
（
Ｎ
・
に
ｙ
　
（
に
・
ω
）
　
お
よ
び
　
（
ド
μ
）
　
に
ょ
っ
て

― 26 -



　
　
　
　
　
　
ｓ
（
Ｐ
ｑ
-
m
）
　
Ｉ
Ｐ
ｋ
=
ｓ
（
Ｐ
ｑ
-
Ｐ
＾
Ｕ
ｉ
ｋ
）
ｙ
m
≫
Ｌ
-
’
｝
　
Ｉ
Ｐ
ｋ

で
あ
る
か
ら

【
Ｑ
・
】
・
０
）
　
　
　
　
絆
＝
ｓ
（
ｌ
-
Ｂ
）
ｌ
ｆ
（
ｋ
）
Ｙ
ｎ
ｉ
＾
Ｌ
-
’
ｌ
ｋ
=
ｓ
（
ｌ
ユ
３
）
ｑ
ｌ
ｋ

と
な
る
。

（
に
μ
ｏ
）
　
は
ま
た

　
　
　
　
　
　
Ｋ
=
ｓ
（
ｌ
-
Ｂ
）
Ｑ

と
か
く
こ
と
も
で
き
る
か
ら
、
Ｓ
ル
イ
ス
等
の
モ
デ
ル
に
お
け
る
貯
蓄
関
数
の
前
提
と
Ｃ
・
カ
ン
の
論
文
に
お
け
る
貯
蓄
関
数
に
つ

い
て
の
前
提
と
は
同
じ
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
つ
ぎ
に

【
Ｑ
・
】
に
［
］
　
　
　
　
ｋ
=
ｋ
／
Ｕ
（
.
ｋ
）
ｒ
m
＾
Ｌ
-
’

と
お
く
と
き
、
ゐ
一
が
一
定
な
ら
ば
、
｛
に
・
｝
０
）
か
ら
こ
の
経
済
は
持
続
的
状
態
に
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　
記
号
「
△
」
に
ょ
っ
て
変
量
の
成
長
率
を
表
わ
す
こ
と
に
す
れ
ば
、
（
２
.
　
９
）
か
ら

（
２
.
　
　
９
）
、
　
ミ
‥
‥
‥
（
｛
十
ｒ
ｊ
｝
Ｐ
十
（
心
Ｉ
と
・

（
２
.
　
４
）
か
ら

（
Ｑ
・
と
、
Ｐ
=
-
ａ
ｆ
（
ｋ
）
十
（
１
-
Ｂ
）
m
+
８
Ｘ
．
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ゆ
え
に
（
２
.
　
　
９
）
、
と
（
に
・
と
、
か
ら

Ｑ
に
）
　
　
　
シ
ー
　
（
心
｜
と
Ｉ
Ｑ
（
｛
＋
Ｓ
ｆ
｛
ｋ
｝
ｋ
ｌ
ｆ
（
々
）
十
ｄ
ｘ
ａ
十
き

（
　

１
-
（
１
＋
き
｛
｝
－
き
　
　
　
　
　
　
　
。

こ
こ
で
分
母
は
正
で
あ
る
。

　
つ
ぎ
に
ゐ
一
の
定
義
式
（
に
と
か
ら

　
　
　
　
　
ｙ

日
日
‥
ご
Ｔ
乱
昌
（
芝
’
こ
）
丁
影
＋
恥

　
　
　
　
　
　
Ｉ
よ
旱
a
M
j
M

Ｖ
　
　
　
｝
Ｉ
　
心
（
心
‐
と
＋
８
-
ｎ
Ｘ

　
　
　
　
　
　
－
ｒ
-
　
　
　
　
／
（
々
）
Ｉ
　
Ｔ
（
旱
゛
）
（
｛
こ
｝
言
質
こ
十
万
（
賢
良
　
・

し
か
る
に

で
あ
る
か
ら

　
　
　
　
　
ｋ
=
Ｋ

（
Ｔ
心
）
ぶ
十
丿
贈
Ｉ
「
沁
Ｉ
が
（
｛
１
心
‐
｀
Ｉ
Ｑ
贈
｝
」

　
　
　
　
　
―
｜
　
　
　
｝
―
（
｛
＋
ｖ
｝
｛
ｉ
-
＾
｝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｌ
　
　
　
　
　
　
　
ｉ
-
（
ｌ
＋
き
（
｛
‐
き
　
　
　
　
。

　
　
　
　
　
　
　
％
Ｉ
が
（
｛
－
・
与
乙
・
Ｉ
Ｉ
‰
勁
｝

｛
に
・
｝
３
）
　
　
ａ
　
=
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
心
１
（
ｉ
-
＾
）
ｖ
十
丿
贈

－28－



と
お
く
。

　
こ
こ
で
″
の
符
号
を
調
ら
べ
る
と

　
　
　
　
聯
=
ｆ
（
ｋ
）
Ｉ
煮
、
（
々
）
▽
０

で
あ
る
か
ら

　
　
　
　
０
入
荷
円
今

し
た
が
っ
て

　
　
　
　
｀
訳
０
０
所
労
百
石
ｑ
▽
０

で
ゐ
の
変
化
に
し
た
が
っ
て
正
の
値
し
か
と
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。

　
こ
の
間
の
事
情
を
八
が
コ
ブ
・
ダ
グ
ラ
ス
生
産
関
数
と
Ｃ
・
Ｅ
・
Ｓ
生
産
関
数
の
場
合
に
つ
い
て
吟
味
し
て
み
る
と

　
コ
ブ
・
ダ
グ
ラ
ス
の
場
合
に
は

　
　
　
　
Ｑ
＝
町

で
あ
る
か
ら

　
　
　
　
ケ
ペ
ー
=

ａ

　
　
　
　
　
　
Ｑ

と
な
り
、
″
は
正
の
定
数
で
あ
る
。
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Ｃ
・
Ｅ
・
Ｓ
生
産
関
数
の
場
合
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
ト

　
　
　
　
　
ｑ
=
　
（
ａ
ｋ
-
＾
＋
Ｓ
　
心

で
あ
る
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
Ｑ
、
Ｉ
　
　
ａ

　
　
　
　
　
旨
Ｊ
ｌ
ｊ

　
　
　
　
　
　
　
ｑ
　
　
　
　
　
　
　
ａ
＋
ｂ
ｋ
-
＾

と
な
り
、
心
▽
０
の
と
き

　
　
　
　
　
ｌ
ｉ
ｍ
y
ｆ
ｅ
-
^
=
ｌ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
＼
ｉ
ｍ
ｋ
-
３
Ｌ
=
ｏ
｡

　
　
　
　
　
ｋ
-
Ｉ
ろ
　
Ｑ
　
　
　
　
　
Ｔ
８
　
Ｑ

　
心
△
ｏ
の
と
き

　
　
　
　
　
ｌ
ｉ
ｍ
＾
卜
=

０
｡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｌ
ｉ
ｍ
＾
卜
=
１

　
　
　
　
　
Ｔ
Ｏ
　
Ｑ
　
　
　
　
　
Ｔ
８
　
Ｑ

と
な
り
、
い
ず
れ
の
場
合
に
も
、
ｆ
の
’
ｇ
に
対
す
る
弾
力
性
は
一
定
か
も
し
く
は
単
調
に
０
か
ら
１
へ
増
加
も
し
く
は
１
か
ら
０
へ

減
少
す
る
か
ら
、
こ
こ
で
関
数
型
Ｆ
を
適
当
な
性
質
を
も
つ
（
w
e
l
l

b
e
h
a
v
e
d
）
関
数
型
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
ｆ
の
み
に
対
す
る
弾

力
性
は
、
一
般
に
単
調
に
増
加
ま
た
は
減
少
す
る
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
こ
こ
で
「
ｆ
の
’
″
に
対
す
る
弾
力
性
は

有
限
な
単
調
関
数
で
あ
る
」
と
の
仮
定
を
お
こ
う
。
そ
の
と
き
ゐ
Ｉ
を
０
か
ら
至
軸
に
沿
っ
て
変
化
さ
せ
る
と
き
、
（
に
・
｛
０
｝
か
ら

　
　
　
　
　
Ｋ
=
ｓ
（
ｌ
ｌ
＾
）
ｌ
ｋ
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で
た
一
の
単
調
減
少
関
数
で
あ
る
か
ら
、
Ｆ
を
適
当
な
性
質
を
も
つ
関
数
型
で
あ
る
と
い
う

仮
定
に
よ
っ
て
あ
る
た
の
値
が
に
対
し
、
図
示
し
た
よ
う
な
Ｉ
、
一
一
が
対
応
し
、
こ
の
炉
一

に
お
い
て
経
済
は
持
続
的
状
態
を
示
す
こ
と
に
な
る
。

　
つ
ぎ
に
こ
の
経
済
が
極
限
と
し
て
か
も
し
く
は
有
限
時
点
に
お
い
て
持
続
的
状
態
を
示

す
か
に
つ
い
て
の
条
件
を
考
察
し
て
み
ょ
う
。

前
式
に
（
に
・
に
）
を
代
入
し
て
整
頓
す
れ
ば

ゆ
え
に
こ
の
微
分
方
程
式
の
解
と
し
て

が
え
ら
れ
る
か
ら
、
簡
単
の
た
め
に
δ
が
０
の
場
合
に
限
定
す
る
と
き
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す
る
こ
と
が
わ
か
る
。

し
た
が
っ
て
人
口
成
長
率
が
、
国
内
生
産
の
海
外
需
要
の
成
長
率
に
等
し
い
と
き
に
の
み
、
有
限
時
点
に
お
い
て
持
統
的
状
態
に
達

す
る
が
、
そ
の
他
の
場
合
に
は
極
限
に
お
け
る
状
態
を
示
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
（
り
芯
）
か
ら
δ
の
正
負
が
ぞ
と
の
大

小
関
係
を
緩
和
す
る
こ
と
に
役
立
っ
て
い
る
こ
と
も
明
ら
か
で
あ
る
。

　
②
　
人
口
成
長
率
を
内
生
化
し
た
場
合　

人
口
成
長
率
λ
を
一
人
当
り
の
所
得
水
準
の
関
数
と
し
て
、
第
２
図
に
図
示
し
た
よ
う
な

関
数
形
を
と
る
も
の
と
す
る
。
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ゆ
え
に

持
統
的
成
長
径
路
の
上
で
は

が
実
現
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら

で
あ
る
。

し
か
る
に

ゆ
え
に
前
式
の
分
母
を
ー
と
お
い
て
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し
た
が
っ
て

ゆ
え
に
も
し
δ
が
０
な
ら
ば

こ
こ
で
δ
は
δ
が
負
な
ら
ば
、
経
済
の
セ
イ
リ
ン
グ
は
、
ξ
（
国
内
生
産
物
の
海
外
需
要
の
伸
び
率
）
を
ｄ
ｖ
Ｘ
だ
け
増
大
せ
し
め
る
か

ら
、
人
口
成
長
率
を
何
の
割
合
だ
け
増
大
せ
し
め
る
こ
と
に
な
る
し
、
δ
が
正
な
ら
ば
、
同
じ
割
合
だ
け
低
下
せ
し
め
る
こ
と
に
な

る
。

　
つ
ぎ
に
技
術
進
歩
を
体
化
さ
れ
な
い
技
術
進
歩
に
限
定
し
、
特
に
労
働
増
加
的
お
よ
び
輸
入
原
料
財
増
加
的
（
こ
れ
は
生
産
関
数
形

か
ら
ヒ
ッ
ク
ス
の
意
味
の
Ｆ
に
関
す
る
中
立
的
技
術
進
歩
と
同
じ
結
果
と
な
る
）
を
生
産
関
数
に
導
入
し
て

（
に
・
ご
、
　
こ
（
こ
‥
Ｈ
［
哨
。
（
お
　
ｌ
ｈ
ヽ
）
】
ペ
ー
ぶ
ミ
）
リ

と
す
る
。
こ
こ
に
ρ
、
μ
は
そ
れ
ぞ
れ
£
お
よ
び
訂
に
つ
い
て
の
体
化
さ
れ
て
い
な
い
技
術
進
歩
率
で
あ
る
。

　
（
2
.
1
）
、
に
関
し
て
前
と
同
様
の
計
算
を
行
う
と
き
、
（
に
・
に
）
に
対
応
し
て
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徊
言
噸
Ｉ
ド
＝
恰
［
／
３
（
Ａ
-
ｆ
）
Ｉ
・
仏
土

八
千
七

十
啓
ブ
↑
ド
＝
Ｉ
ト

が
え
ら
れ
る
か
ら
、
技
術
進
歩
が
そ
の
経
済
の
セ
ィ
リ
ン
グ
を
高
め
る
こ
と
に
対
す
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
明
ら
か
と
な
る
。

　
上
述
の
証
明
方
法
は
、
さ
き
に
筆
者
が
用
い
た
こ
と
の
あ
る
Ｊ
・
Ｅ
・
ミ
ー
ド
の
証
明
方
法
に
よ
っ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
、
生

産
関
数
を
コ
ブ
・
ダ
グ
ラ
ス
型
よ
り
広
い
型
に
適
用
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
Ｊ
・
Ｅ
・
ミ
ー
ド
の
モ
デ
ル
の
基
底
に
あ
る
生

産
関
数
を
よ
り
一
般
の
生
産
関
数
に
と
っ
て
も
よ
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
さ
ら
に
人
口
成
長
率
が
外
生
的
に
与
え
ら
れ
て
い
る

場
合
�
ば
、
人
口
成
長
率
を
内
生
変
数
と
し
て
い
る
場
合
②
の
特
別
の
場
合
と
み
な
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
場
合
∽
ば
場
合
㈲
と
は

全
く
異
な
る
範
ち
ゅ
う
に
属
す
る
問
題
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
持
続
的
成
長
径
路
の
存
在
を
解
明
す
る
手
法
も
、
上
に
み
る
よ
う

に
、
全
く
異
な
る
。
Ｊ
・
Ｅ
・
ミ
ー
ド
の
手
法
は
、
場
合
②
に
対
し
て
優
れ
た
手
法
で
あ
る
と
い
え
よ
う
（
補
論
参
照
）
。

　
そ
れ
は
さ
て
お
き
、
第
２
図
に
お
い
て
そ
の
経
済
の
セ
ィ
リ
ン
グ
を
ξ
で
表
わ
し
て
い
る
。
図
か
ら
そ
の
経
済
は
所
得
水
準
ら
に

お
い
て
局
所
的
に
安
定
的
で
あ
る
こ
と
ま
た
何
等
か
の
経
済
政
策
に
よ
っ
て
所
得
水
準
を
ら
以
上
に
増
大
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
す
れ

ば
、
そ
の
経
済
は
、
以
後
成
長
を
統
け
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
　
　
　
　
三
　
資
本
財
輸
入
型
の
モ
デ
ル

　
本
節
で
は
、
投
入
財
と
し
て
海
外
か
ら
国
内
で
は
生
産
不
可
能
な
異
種
の
機
械
設
備
の
み
を
輸
入
す
る
、
い
は
ば
後
進
的
経
済
国

の
経
済
成
長
モ
デ
ル
を
論
ず
る
。
前
節
と
同
様
に
Ｓ
・
ル
イ
ス
等
の
モ
デ
ル
に
お
け
る
コ
ブ
・
ダ
グ
ラ
ス
生
産
関
数
の
一
般
化
を
試

み
る
が
、
そ
れ
は
前
節
と
全
く
同
型
の
生
産
関
数
で
同
じ
く
コ
ブ
・
ダ
グ
ラ
ス
型
に
属
す
る
〇
し
か
し
本
節
で
は
規
模
に
関
す
る
収
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穫
パ
ラ
メ
タ
ー
ン
を
導
入
す
る
が
、
技
術
進
歩
の
要
素
に
つ
い
て
は
、
前
節
と
同
様
に
扱
え
る
か
ら
簡
単
の
た
め
に
一
応
割
愛
す
る

こ
と
に
し
た
。
そ
し
て
再
び
最
初
に
人
口
成
長
率
が
一
定
率
λ
の
場
合
を
採
り
上
げ
、
彼
等
の
所
論
と
平
行
的
に
論
を
進
め
ら
れ
る

こ
と
を
示
そ
う
。
さ
ら
に
後
半
の
部
分
に
お
い
て
Ｊ
・
Ｅ
・
ミ
ー
ド
の
手
法
を
用
い
て
人
口
成
長
率
が
内
生
化
さ
れ
て
い
る
場
合
に

つ
い
て
均
衡
成
長
径
路
の
存
在
に
つ
い
て
論
ず
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
㈹
　
外
生
的
人
口
成
長
率
の
場
合

　
瓦
を
国
内
で
生
産
さ
れ
る
資
本
財
、
瓦
を
輸
入
さ
れ
た
資
本
財
と
す
る
と
き
、
生
産
関
数
を

（
Ｆ
ご
　
む
＝
［
哨
（
Ｋ
＾
｡
　
Ｌ
Ｙ
Ｋ
ｉ
ツ
　
ｔ
ｖ
こ
　
Ｑ
▽
Ｐ
Ｊ
▽
Ｐ
　
Ｑ
十
心
＝
｛

と
お
く
。
こ
こ
で
関
数
Ｆ
は
瓦
、
£
に
関
し
て
一
次
同
次
と
し
、
ン
は
規
模
に
関
す
る
収
益
パ
ラ
メ
タ
ー
で
あ
る
。

　
い
ま

　
　
　
　
　
ｑ
^
Ｑ
Ｉ
Ｕ
｡
　
　
　
　
ｋ
ｉ
^
Ｋ
ｉ
ｌ
Ｌ
｡
　
　
　
　
　
（
ｉ
=
ｌ
｡
　
２
）

　
　
　
　
　
ｆ
｛
ｋ
｝
=
＾
Ｆ
｛
Ｋ
ｒ
｡
　
　
Ｌ
｝
＝
ｉ
（
？
｛
｝

と
お
け
ば
（
？
ご
は

（
？
　
に
）
　
　
　
町
Ｈ
［
ぐ
。
（
タ
）
｝
ぶ
弓

と
か
く
こ
と
が
で
き
る
。

　
つ
ぎ
に
生
産
関
数
は
生
産
要
素
に
つ
い
て
一
次
同
次
性
を
仮
定
し
て
い
な
い
の
で
、
実
質
賃
金
率
お
よ
び
実
質
資
本
収
益
率
は
、

付
加
価
値
生
産
量
が
労
働
と
資
本
に
過
不
足
な
く
分
配
さ
れ
る
も
の
と
す
れ
ば

― 36 ―



で
あ
る
。
こ
こ
に
Ｒ
ｉ
（
ｉ
＝
ご
に
）
は
資
本
瓦
に
対
す
る
収
益
率
で
、
？
は
前
節
と
同
様
に
自
由
貿
易
の
下
で
輸
入
財
の
価
格
を
単

位
に
と
っ
た
と
き
の
国
内
生
産
物
の
価
格
で
交
易
条
件
を
表
わ
す
。

　
国
際
収
支
均
衡
条
件
は

で
与
え
ら
れ
る
。

　
二
種
類
の
資
本
の
消
耗
は
な
い
も
の
と
し
、
国
民
所
得
の
一
定
割
合
図
が
貯
蓄
さ
れ
、
か
つ
投
資
さ
れ
る
も
の
と
す
れ
ば

と
か
く
こ
と
が
で
き
る
。

　
つ
ぎ
に
二
種
類
の
投
資
財
へ
の
投
資
需
要
決
定
の
メ
カ
ニ
ッ
ク
ス
を
Ｊ
・
ト
ー
ビ
ン
に
し
た
が
っ
て

と
仮
定
し
よ
う
。
こ
こ
で
瓦
の
需
要
は
、
そ
れ
自
身
の
収
益
率
の
変
化
と
正
に
変
化
す
る
も
の
と
し
、
他
の
資
本
財
の
収
益
率
の
変

化
と
逆
に
変
化
す
る
も
の
と
す
る
。
換
言
す
れ
ば
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水
▽
０
’

（
３
・
忽
　

｛
か
日
日
‥

　
　
　
　
か
‥
Ｈ
１
湖
心
ｙ
汝
「
八
〇
・

　
海
外
か
ら
の
国
内
生
産
物
の
輸
出
需
要
は
、
前
と
同
様
に
、
交
易
条
件
に
関
し
て
弾
力
性
㈲
一
定
で
あ
り
、
そ
の
需
要
は
外
生
的

に
与
え
ら
れ
た
一
定
率
の
で
成
長
す
る
も
の
と
す
る
。
し
た
が
っ
て

（
５
.
　
ｙ
；
　
　
　
　
　
　
ｘ
=
Ｆ
”
ｅ
＾
’

-
ｎ
△
０
’
ご
ふ
∇
ｏ

と
定
式
化
さ
れ
る
。

（
３
.
　
　
３
）
と
（
Ｆ
４
）
を
用
い
て
、
（
？
り
）
か
ら

（
ｗ
・
｛
０
｝
　
（
吻
Ｉ
タ
十
Ｈ
。
＼
Ｓ
ｉ
ａ
ａ
ｆ
’
ｌ
ｆ
｡
　
Ｐ
Ｂ
ｃ
ｆ
／
ｋ
。
）
-
ｋ
。
=
Ｏ
.

（
Ｆ
さ
）
は
交
易
条
件
？
が
恥
、
恥
の
関
数
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

（
Ｆ
｛
０
｝
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
＾
２
　
　
　
　
１
-
ｇ

　
　
　
　
Ｐ

　
　
　
”
^
２
　
　
　
　
　
　
　
-
Ｌ
―
ｑ

　
　
　
　
　
　
　
ｋ
ｌ
　
　
　
　
　
　
ｇ

で
あ
る
か
ら

　
　
　
　
水
ぐ
ｈ
‐
十
二
言
上
言
Ｔ
ｙ
ｌ
十
‐
水
光
岨
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し
か
る
に

　
　
　
　
和
＝
穴
心
い
き
マ
厄
ふ
い
犬
辻
】
十
絆
［
嫉
妬
（
剛
ｙ
）
十
吻
こ
こ
に
巴
一

前
式
中

　
　
　
　
－
窓
宍
べ
げ
＝
和
牛
十
ｑ
｛
ｆ
”
ｆ
-
｛
ｆ
’
ｙ
｝
Ｉ
Ｐ
=
ｑ
｛
｛
ｃ
ｃ
ｖ
-
ｌ
｝
（
ｙ
、
）
ギ
≒
池
泌
‘

ま
た

　
　
　
　
１
次
匹
づ
げ
＝
半
半
＝
ａ
ｖ
ｑ
／
ｋ
ｉ
ｋ
ｚ

し
た
が
っ
て
一
般
に
生
産
関
数
に
つ
い
て
お
か
れ
て
い
る
仮
定

　
　
　
　
’
｀
。
、
（
タ
）
▽
Ｐ
　
≒
（
タ
）
△
０

と
さ
ら
に
５
△
｛
を
仮
定
す
れ
ば

　
　
　
　
内
争
△
ｏ
>
嫉
・
・
≠
▽
０

が
成
立
す
る
。

　
し
た
が
っ
て
Ｓ
・
ル
イ
ス
等
の
ｙ
＝
心
の
場
合
に
お
け
る
モ
デ
ル
の
性
質
は
、
こ
の
モ
デ
ル
に
つ
い
て
も
平
行
的
に
論
を
進
め
る

こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
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特
に
ν
次
同
次
の
コ
ブ
・
ダ
グ
ラ
ス
型
の
場
合
に
は
、
彼
等
の
モ
デ
ル
に
お
け
る
と
同
様
に

（
？
に
）
　
　
蛸
≠
＝
哨
ｊ
＝
Ｉ
ロ
ー
き
ご
作
心
ぺ
府
十
ａ
ぶ
△
゜

が
成
立
す
る
。
式
中
心
、
ら
は
、

　
　
　
　
ｅ
ｘ
=
-
ｇ
ｘ
Ｋ
＾
ｌ
Ｆ
ｇ
　
＞
　
０
｡
　
　
　
ｅ
＾
^
ｇ
Ｍ
ｇ

で
そ
れ
ぞ
れ
関
数
ｇ
の
脂
、
瓦
に
関
す
る
弾
力
性
（
心
は
正
と
な
る
ょ
う
に
定
義
さ
れ
て
い
る
）
を
表
わ
す
。

　
　
　
　
　
　
　
ぐ

　
同
様
に

(
３
.
１
２
）
　
蛸
≠
=
Ｊ
~
Ｌ
ｐ
<
｡
=
（
｛
－
き
ヴ
ル
い
七
に
仙
知
｝
ぶ
▽
０

が
成
立
す
る
。

　
以
上
に
よ
っ
て
Ｓ
・
ル
イ
ス
等
の
該
当
の
モ
デ
ル
に
お
け
る
基
本
式
に
対
応
し
て

（
？
に
）
お
よ
び
（
ω
・
に
）
が
え
ら
れ
る
。

　
し
た
が
っ
て
モ
デ
ル
に
つ
い
て
え
ら
れ
る
結
果
を
要
約
す
れ
ば

ｙ
乱
の
場
合
に
は
、
㈲
　
資
本
財
配
分
関
数
″
｛
・
の
瓦
に
関
す
る
弾
力
性
肖
が
瓦
す
に

関
す
る
交
差
弾
力
性
ら
よ
り
小
さ
く
な
い
こ
と
、
㈲
　
国
内
生
産
物
の
輸
出
需
要
の
交

　
　
　
　
　
　
　
ぐ

易
条
件
に
関
す
る
弾
力
性
η
が
１
よ
り
小
さ
い
が
十
分
大
で
あ
る
こ
と
を
十
分
条
件
と

し
て
持
続
的
状
態
が
唯
一
つ
存
在
し
、
し
か
も
安
定
的
で
あ
る
こ
と
が
結
論
さ
れ
る
。
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ｙ
″
‥
ら
の
場
合
に
は
、
う
え
と
同
じ
条
件
の
下
で
持
統
的
状
態
が
局
所
的
に
安
定
的
で
あ
る
と
い
え
る
に
す
ぎ
な
い
。

　
以
上
の
結
果
は
Ｓ
・
ル
イ
ス
等
と
全
く
同
様
で
あ
る
。

　
②
　
人
口
成
長
率
が
内
生
化
さ
れ
て
い
る
場
合

　
第
一
の
モ
デ
ル
と
同
様
に
人
口
成
長
率
λ
が
一
人
当
り
所
得
水
準
の
増
大
に
件
い
、
前
節
の
第
２
図
に
示
し
た
よ
う
な
形
状
を
も

つ
と
仮
定
し
よ
う
。

　
ま
ず
経
済
が
持
統
的
状
態
に
あ
る
と
き
の
条
件
を
検
討
す
る
と
き

　
ぴ
〈
瓦
、
〈
瓦
は
一
定
で
あ
る
。
い
ま
こ
の
値
を
そ
れ
ぞ
れ
れ
、
り
と
し
よ
う
。
し
た
が
っ
て
〈
・
瓦
も
一
定
で
り
に
等
し
い
。

　
２
０
　
Ｐ
=
Ｋ
。
-
Ｋ
。

で
あ
る
か
ら

（
３
μ
ω
）
　
　
吻
‥
‥
‥
ぶ
Ｉ
ｊ

で
あ
る
。

　
1
0
、
2
0
の
持
続
的
状
態
に
あ
る
経
済
の
条
件
を
用
い
て
経
済
の
持
続
的
成
長
径
路
を
再
び
Ｊ
・
Ｅ
・
ミ
ー
ド
の
手
法
を
用
い
て
求

め
て
み
ょ
う
。

　
ま
ず
（
Ｆ
Ｓ
’
忿
・
ｃ
）
お
よ
び
1
0
に
よ
っ
て

で
あ
る
か
ら

（
Ｑ
μ
４
）
　
　
口
十
■
ｎ
）
Ｐ
十
ｆ
=
ｒ
２
.
（
Ｋ
=
Ｋ
^
ｒ
。
）
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(
３
.
１
３
）
｡
　
（
ｗ
・
に
）
に
ょ
り

　
　
　
　
　
（
｛
十
ざ
（
ｊ
ｌ
ｊ
）
十
心
＝
ｊ
・

ゆ
え
に

（
３
.
１
５
）
　
　
　
　
　
　
　
ｒ
＾
日
日
［
（
｛
十
念
ｊ
ｌ
心
｝
ぷ

を
う
る
。

つ
ぎ
に
（
３
.
ご
か
ら

　
　
　
　
　
ｉ
ｏ
ｇ
　
Ｑ
=
ｖ
ａ
　
ｌ
ｏ
ｇ
　
Ｆ
（
Ｋ
。
　
　
Ｌ
）
十
ｖ
Ｂ
　
ｌ
ｏ
ｇ
　
ｉ
Ｔ
。

で
あ
る
か
ら

（
？
芯
）
　
　
心
＝
；

（
、
汐
七
ｙ
ド
）

抄
＋
～

（
べ
ら
作

レ
）
ド
＋
晨
抄
゜

（
？
Ｓ
）
を
前
式
に
代
入
し
て

　
　
　
　
　
心
日
Ｈ
‥
Ｓ

（

・
・ 諮
ら
ｙ

ド
）
ｊ
＋
～

〔
・
↓
い
〕

早
晨
［
［
旱
Ｓ
ｊ
ふ
］
な

で
あ
る
。

持
続
的
成
長
径
路
の
上
で
は
、
さ
ら
に

　
３
０
　
Ｑ
=
Ｋ
。
=
ｒ
.
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で
あ
る
か
ら
、
持
続
的
成
長
径
路
の
上
で
は

　
　
　
　
？
Ｔ

二
仲
ケ
良
ぺ
丁
万
福
半
長
で
上

が
成
立
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
し
か
る
に

　
　
　
　
シ
　
ｙ

　
　
　
　
Ｋ
.
-
Ｌ
　
=
　
ｎ
-
Ｘ

　
　
　
　
　
　
士
（
上
回

ｙ

万
こ
ヤ
ダ
ょ
ご
見
（
可
）
こ

　
　
　
　
　
　
　
古
―

入
社
祀
）

―
灸
可
）
一

ゆ
え
に
前
式
の
分
母
を
ー
と
お
い
て

　
　
　
　
哨
Ｉ
叫
＝
－
い
ー
「
（
Ｒ
１
｛
ズ
ー
ム
や
ナ
・
既
詐
店
ご
１
　
　
１

　
　
　
　
　
　
＝
七
万
［
―
（
Ｉ
心
十
と
十
［
ｔ
Ｉ
ご
低
］

ゆ
え
に
特
に
ｖ
=
ｌ
の
場
合
に
は
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ｘ
／
　
　
ン
　
　
｛

　
　
　
　
　
Ｊ
.
＼
.
ｌ
―
ｊ
^
　
―
―
ｒ
-
Ｉ
［
心
（
Ｉ
？
こ
）
】

で
あ
る
か
ら
、
そ
の
経
済
の
セ
イ
リ
ン
グ
は
、
ξ
（
国
内
生
産
物
の
海
外
需
要
の
伸
び
率
）
と
な
り
、
前
の
モ
デ
ル
と
同
様
に
、
第
２
図

に
お
け
る
ら
の
点
に
お
い
て
こ
の
経
済
が
持
統
的
成
長
径
路
を
も
つ
。
し
か
も
こ
の
径
路
は
局
所
的
に
安
定
的
で
あ
る
。
一
方
ら
を

こ
え
る
と
経
済
は
以
後
無
限
に
成
長
す
る
。

　
さ
ら
に
″
が
１
よ
り
大
ま
た
は
小
、
す
な
わ
ち
そ
の
経
済
が
規
模
に
つ
い
て
収
益
逓
増
で
あ
る
か
、
逓
減
で
あ
る
か
に
よ
っ
て
、

そ
の
経
済
の
セ
イ
リ
ン
グ
が
（
ｔ
ｌ
ご
ぷ
菊
だ
け
高
ま
る
か
、
縮
少
さ
れ
る
か
ら
規
模
の
経
済
性
が
経
済
成
長
の
ト
ラ
ッ
プ
の
離
脱

に
影
響
を
与
え
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
五
　
補
　
　
論

　
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
れ
ま
で
そ
れ
ぞ
れ
の
モ
デ
ル
に
つ
い
て
人
口
成
長
率
が
一
定
（
外
生
的
）
の
場
合
と
内
生
的
な
場
合
と
を
対
応
さ

せ
て
論
じ
て
き
た
関
係
上
、
基
底
に
あ
る
生
産
関
数
に
つ
い
て
は
、
そ
の
限
り
に
お
い
て
あ
る
制
約
を
う
け
た
こ
と
は
否
定
で
き
な

い
。
本
節
に
お
い
て
は
、
こ
の
制
約
を
排
し
て
人
口
成
長
率
が
内
生
化
さ
れ
て
い
る
場
合
を
そ
れ
が
外
生
的
に
与
え
ら
れ
て
一
定
の

場
合
と
切
り
離
し
て
論
じ
て
み
よ
う
。
そ
の
と
き
は
、
生
産
関
数
を
よ
り
一
般
化
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
印
　
原
料
輸
入
型
の
モ
デ
ル

　
生
産
関
数
を

（
５
.
　
　
１
）
　
　
　
　
　
　
　
Ｑ
=
Ｉ
Ｆ
（
Ｋ
。
　
M
。
　
Ｌ
）
】
ジ
　
　
　
　
ｔ
▽
０
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と
す
る
。
こ
こ
で
Ｆ
は
、
瓦
、
訂
お
よ
び
£
に
関
し
て
一
次
同
次
と
す
る
。
ν
は
規
模
に
関
す
る
収
益
パ
ラ
メ
タ
ー
で
あ
る
。

　
（
Ｑ
・
ご
か
ら

（
吻
こ
）
　
　
な
‥
口
入
・
八
万
０
ら

十
一
ご
マ
犬

吋
仁
八

1 9
1
9
ご
ら

ゆ
え
に
（
り
に
）
か
ら

　
　
　
　
尹

言
声

声

壮
ヤ

ャ

仏

Ｔ
十
万
卒
土

持
続
的
成
長
径
路
の
上
で
は

　
　
　
　
Ｑ
=
Ｋ

が
成
立
し
て
い
る
は
ず
で
あ
る
か
ら

　
　
　
　
ダ

ブ
ル
√

土

仏
言

｀
‰
冲
穴
水
千

千
］

ゆ
え
に
前
式
の
分
母
を
ー
と
お
け
ば

（
５
.
　
２
）
　
　
　
　
　
　
　
ｋ
-
Ｌ
=
＝
嶮
「

ブ
冲

゛
。
加
入
協
子

Ｉ
ャ
紆

仏

（
よ
）
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宅
。

　
　
　
　
　
　
＝
‐
ル
ー
マ

ペ
八
万
マ
」（
Ｉ
ら
十
と
十
「
ｔ
Ｉ
ご
聡
」
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ゆ
え
に
ご
ぷ
▽
０
な
ら
ば
ｋ
▽
０
で
あ
る
か
ら
ｖ

=
ｌ
の
と
き

　
　
　
　
一
ル
マ

０
所
労
沁
ド
ー

二
一
｝

０

で
ｔ
＝
‥
ら
が
安
定
的
均
衡
点
と
な
る
。

そ
し
て
ｔ
▽
｝
な
ら
ば
経
済
の
セ
イ
リ
ン
グ
を
高
め
、
Ｖ
　
＜
ハ
１
な
ら
ば
そ
れ
だ
け
経
済
の
セ
イ
リ
ン
グ
を
低
め
る
こ
と
に
な
る
。

　
②
　
資
本
財
輸
入
型
モ
デ
ル

（
５
.
　
３
）
　
　
　
　
　
　
　
Ｑ
＝
‥
［
吻
（
Ｋ
ｉ
。
　
Ａ
ｏ
｡
　
　
Ｌ
）
ツ
　
　
　
　
ｔ
▽
０

と
す
る
。
こ
こ
で
Ｆ
は
、
瓦
、
瓦
お
よ
び
£
に
関
し
て
一
次
同
次
と
す
る
。
ン
は
規
模
に
関
す
る
収
益
パ
ラ
メ
タ
ー
で
あ
る
。

　
（
５
.
　
　
３
）
か
ら

　
　
　
　
Ｑ
　
=
　
ｖ
　
―

坤

抄
十

丿
俯

抄
十
－

八
万
ド
ニ

ゆ
え
に
（
Ｆ
Ｓ
）
を
前
式
に
代
入
し
て

　
　
　
　
な
＝
゛

「
芦
坤

ｊ
ナ

汗
づ
、

十
隔
七
万
レ

ロ
言
」
ｊ
よ
言

↓

持
続
的
成
長
径
路
の
上
で
は
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が
成
立
す
る
は
ず
で
あ
る
か
ら

　
　
　
　
ー
半

値
○

十
贈
賄
☆

Ｔ

卜
賄

Ｉ
几
二
汗

水
二

ゆ
え
に
前
式
の
分
母
を
ー
と
お
い
て

（
５
.
　
　
４
）
　
　
　
　
　
　
　
　
ｋ
-
Ｌ
　
=
嶮
マ

ス
俳
几
‘
押
入
二
戸
ブ

乍
十

六

1
5
4

４
ド

予
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｄ
Ｆ

　
　
　
　
　
　
　
＝
ご
マ
マ
哨
ご
凋
烈
Å
Ｉ
七
十
と
十
？
！
ご
認
↓

を
う
る
。

　
（
？
と
は
（
？
に
）
に
お
い
て
訂
を
瓦
と
よ
み
か
え
れ
ば
全
く
同
一
の
式
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
モ
デ
ル
②
に
つ
い
て
も
、
モ

デ
ル
田
の
場
合
と
全
く
同
一
の
結
果
が
え
ら
れ
る
。

　
以
上
に
よ
っ
て
人
口
成
長
率
が
内
生
化
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
二
つ
の
異
種
の
投
入
財
と
労
働
に
関
す
る
り
次
同
次
の
一
般
の

生
産
関
数
を
基
底
に
お
い
た
モ
デ
ル
に
つ
い
て
、
Ｊ
・
Ｅ
・
ミ
ー
ド
の
手
法
を
適
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
同
一
の
結
果
が
誘
導
さ
れ

る
こ
と
を
示
し
た
。
以
上
の
証
明
過
程
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
種
々
の
技
術
進
歩
が
そ
の
経
済
の
セ
イ
リ
ン
グ
に
及
ぼ
す
効
果
に

つ
い
て
も
前
節
ま
で
に
え
ら
れ
た
結
果
と
全
く
同
様
の
結
果
が
え
ら
れ
る
こ
と
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
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